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長野県環境保全研究所研究報告 15: 23-27 (2019) ＜研究ノート＞

長野県内で捕獲されたアライグマProcyonlotorと

アメリカミンクNeovisonvisonの寄生蝠虫類保有状況

2002年から 2017年までの結果概要

中澤美菜 1•谷口 萌 1•長濱理生子 l ．竹内萌香 I •田中祥菜 I • 

瓜田千帆子 1•西川清文 l ．橋本幸江 l ．牛込直人 l ．上田晴香 I • 

角野敬行 I•的場洋平 1 •福江佑子 2• 黒江美紗子 3 ・浅川満彦 1

長野県内で外来生物として捕獲されたアライグマおよびアメリカミンクの寄生嬬虫検査を長期に渡り実施

し，約 3~5割の個体に吸虫類，鉤頭虫類，線虫類の寄生が認められた．ヒトおよび家畜への重篤な影響を

及ぼす寄生嬬虫類は検出されなかった． しかしながらミンクで検出された線虫のように，外来生物が定着し分

布拡大していく過程で，寄生嬬虫類の分布拡大をも促進する可能性がある．このため外来生物が保有する寄生

嬬虫類のモニタリングを行うことは， Onehealthアプローチの観点から在来生物への影響のリスクを評価する

上でも重要である．

キーワード：特定外来生物，アライグマ，アメリカミンク，寄生嬬虫類

1 背景と目的

長野県では特定外来生物のアライグマProcyon

lotorおよびアメリカミンク Neovisonvison（以下，

ミンク）の野生化が顕在化して， 20年近く経過し

た．アライグマについては，軽井沢町の単独事業で

2004年から対策が始まった！）．近年では，隣県か

らのアライグマの分布拡大により，県南部の南木曽

町や根羽村などでも捕獲がなされるようになった．

ミンクについては，千曲川源流に位置する川上村の

養殖場の閉鎖後，千曲川の下流域および支流で野生

化が進んでいる． 2004年以降，南佐久南部漁協お

よび佐久漁協により，長野県東信地域の佐久穂町，

小海町，佐久市，小諸市で主に捕獲が進められて

いる．

特定非営利活動法人「生物多様性研究所あーす

わーむ」（以下，「あーすわーむ」）は酪農学園大学

野生動物医学センター（以下， WAMC) と共同で，

長野県内で捕獲されたアライグマおよびミンクにつ

いて寄生嬬虫類の保有状況を検査している．検査作

業自体は本報告の中澤から的場までWAMCの歴代

ゼミ生と浅川が担当した．この調査は 2002年から

2017年まで継続し，毎年，その結果を共有してきた．

しかし，特筆された嬬虫類の個別報告はしたが（後

述），調査全期間を通した結果概要は総括していな

かった 1-3).

このたび，これら外来哺乳類に関し，保護管理の

方向性を再検討するにあわせ，検出蜻虫類のヒト・

飼育動物の健康あるいは自然生態系（野生動物）へ

の影響評価をする必要性が生じた．このような医

学・獣医学および自然生態系の健全性を追求する保

全生態学の垣根を越えて，寄生虫病などの感染症予

防措置を論考する手法を Onehealthアプローチと称

する．そこで，本報告ではこれまでの結果概要を記

述し，当該アプローチによる論考を試みた．

1 酪農学園大学獣医学群獣医学類感染・病理分野獣医寄生虫病学ユニット／野生動物医学センター〒 069-8501北海道江
別市文京台緑町582番地
2 NPO法人生物多様性研究所あーすわーむ〒 389-0115 長野県北佐久郡軽井沢町追分 1549-3-1
3 長野県環境保全研究所自然環境部3〒381-0075 長野県長野市北郷2054-120飯綱庁舎
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2 材料と方法

「あーすわーむ」では， 2002年4月から 2017年

10月まで長野県内（図 1)で捕獲殺処分されたア

ライグマおよびミンクの一部を長野県環境保全研究

所にて解剖し，食道から直腸までの消化管を摘出し

た そのような手法により計 151個体（内訳アラ

イグマ n=78, ミンク n=73)の消化管が -20℃で冷

凍され，その後，全てが WAMCへ送付された材

料は自然解凍され，消化管材料は実体顕微鏡下で精

査，嬬虫類を採集したなお 2004年以降，軽井沢

町内で捕獲されたアライグマの寄生嬬虫検査につい

ては，軽井沢町の委託事業の中で実施された．また，

軽井沢町以外で捕獲されたアライグマの一部および

ミンクの一部は，環境省長野自然環境事務所（現：

信越自然環境事務所）、長野県環境部自然保護課の

委託事業および「あーすわーむ」の自主事業の中で

検査されたものである．
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図1 本研究に使用したアライグマおよびミンクの捕
獲された市町村
ドットはアライグマ，横線はミンクを示す．
アライグマ ：中野市，池田町，軽井沢町，
伊那市，南木曽町，飯田市，阿南町，根羽村
ミンク ：小諸市，佐久市，佐久穂町，小海町
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得られた嬬虫類は 70％エタノール液で固定・保

存した固定後，ラクトフェノール液により透徹し，

実体顕微鏡および光学顕微鏡にて形態観察，同定を

行い，一部の標本は顕微鏡描画装置 (OLYMPUSBH2-

DH)にて測定した条虫類標本はカーミン染色およ

び分子分類を行い，その結果は浅川ら 4)で報告さ

れた． したがって，それら詳細な検査の方法は当該

データが記載された論文内で記したので，ここでは

省略する．

以上の消化管検査の他，「あーすわーむ」がアラ

イグマの出没家屋内を調査した際，その屋根裏な

どに残されていたこの動物由来と考えらえた糞便

(n=36) も採集され，冷蔵 4℃あるいは常温保存し

た後， WAMCに送付されたものも材料とした こ

れらについてはショ糖浮遊法にて虫卵あるいはオー

シストの検出を試みた．

3 結果と考察

3.1アライグマ

この期間を通じ，アライグマではもっとも警戒す

べき寄生嬬虫類であるアライグマ回虫Baylisascaris

procyonisの寄生は認められなかった．これは国内

の他地域と同様な結果 5,6)であった．また，約 3割

の個体では吸虫類あるいは鉤頭虫類など何らかの嬬

虫が確認されたが，同定の根拠となる詳細な試料が

保存されていなかったため，表 1の「消化管」では「吸

虫」（例：Eupa乃phium属など；図 2-1)や「鉤頭虫」

（例： Centrorhynchus属や Sphaeriotis属；図 2-2と

3)などのみ記されている． しかし，これらは，本

材料の結果 (2003年から 2005年）の一部が掲載

されている既報 5)では，上記，例示された属が同定・

確認されている範囲のものであると目され，ヒトお

よび家畜に重大な疾病を惹起する種ではなかった．

糞便検査でも特徴的な形態を示す回虫卵は未検出

であったので，消化管を直接検査した結果を反映す

るものであったなお，糞便からダニの成虫虫体と

卵が見つかっているが（表 2)，これは糞が採集さ

れた場所に生息していた自由生活性か，毛繕い時に

経口摂取した寄生性に由来したものと考えられたの

で，消化管などの体内での寄生種ではない．しかし，

糞便の一般線虫卵については， 2003年， 2007年

の「消化管の「線虫」」同様，毛様線虫類Molineus

Jegeraeと考えられる (Matobaet al.5J；表 1の消化

管における「線虫」）．一方， 2005年に毛細線虫卵
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表1長野県内で捕獲されたアライグマの消化管検査による寄生嬬虫類保有状況（調査期間2002-2017年）

捕獲（採集）年月
捕獲（採集）
市町村

サンプル数
検出蟷虫結果

（）内数字は当該蟷虫検出の宿主数

2002年
4-5月 軽井沢町 7 検出なし

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

2003年 3-11月 軽井沢町 13 吸虫（1)' 線虫 (1)
........．．....．．..."  

2004年
5-9月 軽井沢町 15 吸虫（1)' 鉤頭虫 (1)

....．．．．....．．....．．......．．．．．．．．..．．．．．． 

2005年 5-10月 軽井沢町 2 検出なし
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

2006年 5-12月 軽井沢町 5 鉤頭虫 (3)
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

2007年 5-12月 軽井沢町 6 吸虫（1)' 鉤頭虫（2)'線虫 (2)
........．．．．．．．．............．．．．........．．．．．．..．．..．．.... 

2008年 10月 軽井沢町 1 検出なし
....．．．．．．．．．．．．．．......．．． 

2009年 6-12月 軽井沢町 2 吸虫（1)'鉤頭虫(2)
...．．．．．．．．．．．．．．．．．．........．．．．.. ~ ~ ~ ~ ~ ~...................................................... 

2010年 10月 軽井沢町 1 吸虫（1)' 鉤頭虫(1)
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2011年

2013年

8-11月

11月

10月

12月
99●● 

10月

2-11月

軽井沢町

阿南町

中野市

根羽村
．．．． 

軽井沢町

根羽村 6
 

鉤頭虫(1)

吸虫(1)，鉤頭虫(1)

検出なし

鉤頭虫(1)
．．．．．．．． 

検出なし

鉤頭虫(1)

12月 飯田市 1 検出なし
..．．．．．．．．......．．......．．．．....．．．．．．.........．．．．．．．．．．．．....．．．．．．．．..．．..........................．．．．..．．．．．．．．, 

軽井沢町 2 鉤頭虫(1)8月

2014年

6月

8月

8月

伊那市高遠町

池田町

南木曽町

検出なし

検出なし

検出なし

8月
飯田市 1 検出なし

...........．．．．..．．......．．..．．.... ~ ~........................................ 

根羽村 4 検出なし
笙1.5．奎．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．...・ヒ19且．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．99999999999999 ,... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＂9999999999999 

飯田市 1 検出なし2017年 7月

表2 長野県軽井沢町におけるアライグマの糞便検査による寄生嬬虫類保有状況（調査期間2005-2009年）

捕獲（採集）年月 サンプル数
検出蟷虫結果

（）内数字は当該蝙虫検出の宿主数

2005年 5-10月 19 毛細線虫卵 (1)

2006年 5-12月 8 一般線虫卵（1). ダニ卵 (1)

2007年 5-12月 6 ダニ卵／成虫 (4)

2009年 6-12月 3 検出なし
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が検出されているが，北海道野幌産のアライグマで

記録された毛細線虫類Aonchothecaputoriiがあるの

で (Matobaet al.5))，この種から産出されたもので

あったと想像される．

3.2ミンク

ミンクでもアライグマと同様な吸虫類（例：

Echinostoma属）と鉤頭虫類（例： Centrorhynchus

属；図 2-4と5)が検出されたほか，「線虫」が検

出されたこれらのうちの 1個体のミンクから得

られた線虫は Soboliphymebaturiniと同定された 4).

ただし， 2006年から 2007年の検査で得られたの

みであったので，当時，一時的な現象と見なしてい

た（表 3)．しかし， 2015年に同県内で飼育され，

血便などの下痢症状を呈し，糞便検査で線虫卵を確

認したイエネコ Feliscatusを駆虫した際，この S.

baturiniが 7)検出されたことから，長野県内では潜

在的に感染が維持されていたことが想像された．こ

の線虫は，在来種のテンMartesmelampusやニホン

イタチMustelaitatsiなどでの寄生が知られていたが

5)，飼育されたネコで見つかったのは世界で 2番

目であった（最初は 1950年代の旧ソ連シベリア地

方 5)）．おそらく，外来種で同じイタチ科であるミ

ンクが分布拡大の過程で、在来イタチ類よりも強力

にS. baturiniの分布拡大を促進していたかもしれ

ない 5)．なお，この年には，糞線虫類Strongyloides

sp. （表 3の「線虫」とされたうち 1個体）および

条虫科条虫Taeniamustelae（表2の「条虫老熟片節」）

も認められたが I), S. baturiniの場合と同様，以

降の年の材料では未検出となった．

3.3まとめ

今回のように，地域を限定して 10年を超える長

期間にわたって外来哺乳類の嬬虫調査の例は少なく

Bull. Nagano Environ. Conserv. Res. Inst. No.15(2019) 

図2 長野県内で捕獲されたアライグマ (1から 3)あ
るいはミンク(4と5)から検出された寄生嬬虫類．
1 :吸虫類Echinostoma属（宿主） ； 2:鉤頭
虫類Sphaeriotis属；
3:鉤頭虫類Centrorhynchus属 (Bar:1,2.4= 1 
mm; 3, 5=0.5 mm) 

モデル事例として貴重である．しかし，反省点とし

ては検査期間 ・材料内容，報告書様式などが未統一

であったため，今回の取りまとめ作業が至難であっ

た当初，このような長期になることを予想してな

かったこと，自治体予算が安定したものではないこ

となどからの関係から長期的な計画が立て難い面も

あったもし，上記問題点が解決されれば保有する

蛭虫の定点調査として有益なモデル事例として期待

されよう

外来哺乳類の分布拡大または縮小，個体数増加ま

たは個体数減少や根絶に伴い，宿主ー寄生体の関係

がどのように構築され，在来生物へ影響を及ぽすの

か， 今後もモニタリングの継続が必要であろう．

表3 長野県佐久穂町、小海町、佐久市、小諸市で捕獲されたアメリカミンクの消化管検査による寄生嬬虫類保有状況（調
査期間2006-2015年）

捕獲 （採集）年月 サンプル数
検出蜻虫結果

（） 内数字は当該蜻虫検出の宿主数

2006-2008年 1-12月 59 吸虫 (30)，条虫老熟片節 (2)，線虫 (13)

2013年 6月 検出なし

2014年 1-8月 1 1 吸虫 （2)'鉤頭虫 (1)

2015年 2-11月 2 検出なし
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